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《ごあいさつ》 

FAR会で楽しく 

                                      会長 橋本 宏 
 ついこの間まで眼を楽しませてくれた桜もすっかり葉桜となり、緑も日を追う

毎に色濃くなってまいりました。 
 風薫る五月、FAR会の皆様にはご壮健にてお過ごしのことと存じます。 
春季学術総会も大会長はじめ実行委員長及び関係各位のご努力で、盛大且つ有意

義に成果を収めました。 
 また、FAR 会の懇親会「湯河原に集う会」も大勢の参加があり、和やかに楽し

く過ごすことが出来ました。お忙しい中ご参加いただいた皆様には心からお礼を申し上げます。幹事の方々

にはいろいろお世話になりました。 
 今回は中華医学会影像技術学会会長 燕 樹林先生及び同学会委員 李 萌先生のご参加をいただき国

際色豊かな旅になりました。春霞に霞んではいたものの、雪をかぶった富士山も望めて遠来の方々もご満

足の様子でした。 
 ただ一つ残念なことは、いつも明るく元気にご参加いただいた飯田社長の姿が見られなかったことです。

この訃報は、とても俄かには信じられませんでした。 
 心からご冥福をお祈り申し上げます。 
 話は変わりますが、FAR会員は時間的には恵まれていま 
すので、学会にこだわらず、よい季節を見計らって旨いもの 
を食べに行く企画などがあってもよさそうです。 
 また、同好の士で作る、囲碁、将棋、絵画、書、写真、俳 
句、短歌などの集まりを考えてみてはどうでしょうか。 
 ところで、事務局の話によりますと、近く 5年会費の期限 
が切れる時期に来ているようです。ぜひ継続されて仲間の輪 
を広げていただきたいと存じます。 
 ご承知の通り、現在会員の皆様との繋がりは FAR会誌が 
大きな絆になっています。気負わずに気軽に投稿をお願い致 
します。 
 この所気にしておりますのは、FAR 会の行事に参加され 
る方々の顔ぶれが定まってきたような気がしていることです。 
 秋の学会は各地で開催されますので、出来るだけご当地の 
方々にもご参加いただき旧交を暖めていただきたいと願って 
います。今年の秋は京都での懇親会が予定されていますので 
今から予定に入れていただき、ぜひご参加ください。 
 皆様とお会いできるのを楽しみにしております。 
 

 
内  容 

1.ごあいさつ       会長 橋本 宏 
2.故 飯田 昇さんを語る    四宮恵次 

3.会の楽しい催し        山 哲男 

4.湯河原 FAR会報告       四宮恵次 

5.特集「今だから話せるヒヤリ体験」 

1) 治療用線源カプセルの破裂  牧野純夫  

2) 生死の境目―危機一髪    後藤正季 

3) 経験不足が招いた「ヒヤリ」 小山一郎 

4) 医療事故思考        鹿沼成美 

6.会員の広場 

1)寄稿「私の“肩こり”解消法」前越 久 

2)     [必 勝」       岡本日出夫 

3)写真「京都疎水の桜」    段床嘉晴 

4)水彩画「上高地」      山田和美 

7. JSRT情報 

8.会員情報 

9.会からのお知らせ 

10.第 10号特集 原稿募集    小川敬寿 

11.連載 

  「四国八十八箇所霊場の案内」 川上寿昭、他 

12.編集後記                   前越 久 
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